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令和 6 年 4 月号 

  第 390号 

 

 

     本立寺（上野町） 

 

           

巻頭言               

 

会長挨拶 

                             

八王子囲碁連盟会長  澤田 信夫 

 

３月 10 日の八碁連総会で令和６年度の会長に就任しました、長房

囲碁同好会の澤田です。 

昨年度１年間、副会長兼総務担当として各同好会会長はじめ会員の皆様とお付

き合いをさせて頂きました。 

昨年１年は、会長の仕事の多さにびっくりしながら、池田会長が手際よく処

理されているのを感心しながら拝見している間に、あっという間に過ぎてしま

いました。 

いよいよ今年度、会長という重責を担うこととなりました。 

そのプレッシャーに押しつぶされそうになりますが、理事の皆様とともに八

碁連の発展に尽力してまいる所存ですので、会員の皆さんのご理解とご協力を
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八王子囲碁連盟の目的 
 
八碁連は市民が、伝統文化である囲碁
を通じて親睦を図り、健康が維持でき
るような機会を提供し棋力の向上を目
指すとともに、囲碁の啓蒙と普及に努
めることを目的とする。 

八碁連だよ

り 
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お願い致します。 

さて、昨年度には、各種囲碁大会の見直しをさせて頂きました。 背景には会

員の減少及び高齢化により、八碁連本部及び各同好会の負荷を軽減するべきと

して、  

● 各同好会主催の活き活き大会を 2 年に 1 回の隔年実施としました。 

● 女性大会は、参加者の減少（R4 年度：18 名、R5 年度：17 名）、特に八碁

連会員が数名いう実態もあり、当面休止にしました。 

● 昨年度から新たに開始した同好会対抗囲碁団体戦も 2 年に 1 回の実施と

しました。 

 

また、現在、各同好会で 1 級までは認定できることになっていますが、規約

を改正し、初段まで認定できることにしました。級位者の意欲向上につながる

ものと考えています。 

しかしながら、将来の会員に期待して子ども囲碁大会は継続開催とします。 

残念ながら、一昨年、昨年と参加者が思ったより少ない状況でした。 

今年度は参加者を増やす方法を検討して子供の愛好家を増やすよう努めます。 

日本では少子化対策に国を挙げて取り組んでいますが、当八碁連におきまし

ても会員の減少は大問題であり、会員の増加に取り組むことは喫緊の課題です。 

囲碁は日本の優れた伝統文化であり多くの方に囲碁の楽しさ、素晴らしさを

伝えていく事も八碁連の役割かと思います。 

そのために、現在行われている小学校での囲碁教室・初心者教室・市民対象の

囲碁大会等は効果的ですので、関係者にはご苦労をおかけしますが継続して実

施して頂くことにします。 

また、会員募集の活動されている同好会にはそれに掛かった費用等に対し八

碁連としてお手伝いが出来ればしていきたいと考えています。 

また、地域などで例えばお祭りが有れば囲碁をアピールする機会を作って会

員募集の機会とされている同好会が有ります。 

各同好会も工夫されて地域の一員となり、その結果囲碁ファンが増えていく

事を期待するものです。 

 皆様のご協力をお願いしまして私のご挨拶とさせて頂きます。 
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令和５年度 第１１回理事会議事録 

 

日時：令和 6 年 2 月 24 日（土曜日）9時 00 分〜12 時 00 分 

 場所：大横保健福祉センター 第 1 会議室（1 階） 

 出席者：池田、澤田(議事録作成)、木村、端山、荒畑、金本 

 

会長報告 

・1 月 26日 八王子市から令和 6 年度子ども囲碁教室の実施依頼が有った。 

       東浅川保健福祉センター 4月～翌年 3月（月 2 回程度） 

・2 月 15 日 タイトル囲碁大会及び女性囲碁大会の後援名義使用実施報告書提

出。（八王子市学園都市文化課、日本棋院） 

・八王子市広報 2 月 15 日号に八碁連会員募集のお知らせ掲載。 

・2 月 21日 令和 6年度活きいき大会後援名義使用申請書提出 

（八王子市学園都市文化課） 

・川口同好会長から退会届提出（1 月 28 日付け） 

・日本棋院普及活動賞（令和 5 年度）を大和田同好会 成田滋氏が受賞 

  3 月 22 日(金)、日本棋院支部懇談会で授賞式 

各理事報告 

・令和６年度の新理事候補者３名の推薦揃ったので今後、各理事の業務分担の

調整を行う。 

・４月号の予定記事は、巻頭言、第１１回理事会議事録要旨、令和６年度八碁連

総会議事録要旨、恩方活きいき大会お知らせ、日本棋院普及活動賞受賞報告

（成田氏：大和田同好会）、川口囲碁同好会の八碁連退会の件、編集後記で８  

ページ予定。 

投稿 2 件（下記原稿受領済み）の掲載は次号以降も含め検討。 

・1 月以降 3 回の大会はトラブルもなく順調に終わった。 

理事会議事録（抄）     

（（抄） 
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 令和 6 年度の本部大会のルール説明を整理して次回理事会で報告する。 

・本年６月予定の八王子市子ども囲碁大会の会場は、東浅川保健福祉センター

を予約済み。 

・令和５年度の決算報告及び、令和６年度の予算案は別添資料のとおりであり、

予算案には、新たな予算措置(2件)を運営費として計上している。 

                                                     

議案討議事項 

１ 総会資料の（3 月 10 日）作成状況、内容確認 

  5 年度事業報告、6 年度事業計画案（関係資料含む）、5 年度決算報告、6 年

度予算案(関係資料含む)、提案事項（参考資料含む）、新役員等について、別

添案で検討し、原案どおり決定した。 

  各同好会長等へ総会案内と併せ総会資料事前送付する。 

２ 八碁連ホームページの運営 

  別添の業務内容をまとめて委託業者（八王子デザイン社）に提示。 

  随時業務を含み月額 7 千円以内で契約検討（HP のトラブル・不具合除く） 

  今年度中に契約する予定。 

  令和 6年度 HP 公告掲載は、内容を確認し、継続の可否を検討する。 

３ アンケート調査の対応 

  八王子市教育委員会からの別添のアンケート調査（中学生が参加できるサ

ークル・団体）について、検討し、登録内容を一部修正、回答を教育委員会

へ送付する。 

４ その他 

  ・次回理事会において、後任者との引継ぎを予定。 

   各理事引継資料準備する事。 

 

次回理事会は 3 月 23 日(土)、9:00～ 

場所 大横保健福祉センタ―第 1会議室 

 

★令和６年度八碁連定例総会報告  
 ３月１０日、午前９時３０分より、大横保健福祉センターに於いて、令和６

年度八碁連定例総会が開催されました。出席者は、理事、各同好会長、新理事、

日本棋院八碁連支部幹事等２０名の出席。 
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議長に八碁連規約にに基づき前会長の宮崎 洋氏(中野同好会)が選出され審

議に入りました。 

 

第 1 号議案 令和 5 年度事業報告  可決    

第 2 号議案 令和 5 年度決算報告  可決 

第 3 号議案 令和 6 年度事業計画案 可決 

（活きいき大会及び本部主催大会の見直し含む）  

                           

 

 

第 32 回活きいき囲碁地区大会（後援：日本棋院、八王子市） 

開 催 日 共   催 会    場 

令和 6 年 4 月 7 日(日) 浅川囲碁同好会 横山南市民センター  電 666-0031 

令和 6 年 5 月 5 日(日) 恩方   〃 恩方市民センター   電 652-3333 

令和 6 年 6 月 9 日(日) 元八王子 〃 元八王子市民センター 電 651-3960 

令和 6 年 7 月 28 日(日) 中野   〃 中野市民センター   電 627-6221 

注：1)各同好会が会場を事前に特別承認枠で申請する。 

2)同好会の事情により日程変更や中止がある。 

   3)残りの同好会は、来年度実施予定である。（隔年実施） 

  6 年度囲碁大会の詳細は 5 月号で掲載予定。 

第 4 号議案 令和 6 年度予算案   可決 

 （新規会員獲得のための取り組みに係る予算措置案、八碁連 HPの運営に係 

る予算措置案含む） 

第 5 号議案 提案事項       可決 

 １．八王子囲碁連盟規約の一部改正 

   川口囲碁同好会の退会に伴い別表の一部を削る。 

 ２．八王子囲碁連盟段級位に関する規程の一部改正 

   これまで 1 級までは地区同好会で決めることができたが、初段まで決め

ることができることとした。           

 

 

総会全景 
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第 6 号議案 令和 6 年度役員等   可決      

理事  (順不同) 

役職 氏 名 所属 電 話  Ｅメール 

会長 澤田信夫 長房 667-1500 sawada225@jcom.zaq.ne.jp 

理事 荒畑昭一 中野 654-4775 s.arahata@jcom.zaq.ne.jp 

理事 木村 勇 南大沢 090-3202-5154 isamudesu606@gmail.com 

理事 小西弥一 浅川 664-1765 y-konishi@mwb.biglobe.ne.jp 

理事 浅川武二三 恩方 667-8036 tatikama5575@krb.biglobe.ne.jp 

理事 棚原 英治 元八王子 665-8876 eijitanahara1123@docomo.ne.jp 

  

※理事の業務分担 

浅川 武二三（副会長・総務）、木村 勇（競技）、荒畑 昭一（広報） 

棚原 英治（会場・用具）、小西 弥一（会計） 

  

主な意見・質疑内容は以下のとおりです。 

・本部主催の囲碁大会の収支はどうか。→概ね収支均衡となっている。 

・棋聖戦の代わりに、創設された八碁連囲碁団体戦（地区同好会対抗戦）の目的

や１チーム３人制の経緯はどうなっているのか。今後 3 人以上でのチーム構

成も検討すべきではないか。→会員が少ない地区同好会の状況を踏まえ 3 人

としたところであるが、今後、開催時の状況を踏まえ、5 人とかのチーム構成

も検討する。 

・令和 6 年度新規会員の取り組みの助成措置を活用して会員以外の者にも呼び

かけ囲碁大会開催を計画したい。→チラシ作成や参加費等必要な額を要望さ

れたい。 

・「八碁連だより」は止めて八碁連 HP へ移行すべきではないか。別の意見とし

て「八碁連だより」は会員交流の手段としても意義があるのではないか。→会

員全てがパソコン等で見れるわけでもなく、活動状況の記録や会員交流の場

でもあり、これまでどおり発行する。 

・級位者は初段が目標であり、来年度より、級位者の「初段昇格」までは、各地

区同好会で認定できることは良いのではないか。→昇格についての基準は特
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に定めてないので地区同好会で決めていただきたい。 

・研修部は現在参加者も少なく、指導者も減り、謝礼もない状況にある。今後、

研修部のあり方や活性化など検討すべき時期に来ている。→本部としても納

付金とのかかわりや指導者への謝礼など研修部とも相談しながら進めていく

考えである。 

 

  

 

 

 

★第３２回活きいき大会のご案内           

【恩方大会】  マスク着用推奨             

🔶開催日：令和６年５月５日（日） 

🔶受  付：午前９時１０分～、９時３０分開始予定         

🔶会  場：恩方市民センター tel ６５２－３３３３ 

🔶参加費：会員 1,000 円、非会員 1,200円 （弁当付き） 

🔶申込先：各囲碁同好会長→恩方囲碁同好会長 藤森 力 

      メール chikara.f306@jcom.zaq.ne.jp 

🔶申込期限：令和６年４月２１(日) 欠席等の変更は事前にご連絡ください。 

 

★研修部例会（4 月～5 月） 

  4 月：4 月 13 日(土)、4 月 20 日(土)、4 月 27 日(土)  

  5 月：5 月 11 日(土)、5 月 18 日(土)、5 月 25 日(土) 

(未定) 

 

★ 成田 滋氏（大和田同好会会長）「日本棋院普及活動賞」を受賞 

日本棋院普及活動賞（令和 5 年度）を大和田同好会会長 成田滋氏が受賞 

  3 月 22 日(金)、日本棋院支部懇談会で授賞式。 

  令和 4年度の南 正一郎に次ぐ快挙。おめでとう御座いました。 

日本棋院普及活動賞とは 

   “地域や学校で長年囲碁の普及と発展に顕著な貢献をした者”が対象と

なっている。 

お知らせ

恩方市民センター 
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★「川口囲碁同好会」八碁連を退会（３月３１日付） 

 

川口囲碁同好会は、会員の減少、高齢化に加えて、先頭に立つ指導者不在

により、会の運営に支障を来しているとして、3 月 31 日付をもって退会の

届け出があった。  

 

 

 

【編集後記】 

  表紙は、八王子市上野町の街なかにある「本立寺」（ほんりゅうじ）、八王子

七福神（八王子では、吉祥天が入って八福神と呼ばれる。）を祀る寺社の一つ、

七福神は、恵比寿天や福禄寿のように、宝船に乗って、やさしく、人なつこい神

様であるが、このお寺は、毘沙門天（びしゃもんてん）を祀っている。イラスト

のように、唯一武道神で槍とヨロイのお姿をしている。 

戦勝の神として、開運勝利を目指す神様です。 

４月の新年度を迎え、棋士の皆さんの中には、今年こそ昇段、昇級をめざして

いることでしょう。 

お寺のお参りを、編集後記が代表して行って来ました。お賽銭も上げて来ま

したので、表紙の写真に向かって手を合わせれば、きっと、一目勝ちの気持ち良

さを味わえましょうぞ。どうぞ新年度もお元気でご活躍を。（S.A） 

 

                                            

 

七福神（毘沙門天） 


